
議会だより
平成27年４月25日　住民懇談会の報告

（議会と住民のみなさんとの懇談会）

なぎそ

☆意見交換の概要… …………………………………………………………………………………… P12ー14
資料：議員活動、議員定数と報酬

南木曽町議会では、「議会基本条例」にのっとり、住民のみなさんと共に学び語り合う住民懇談会を、
４月25日 ( 土 ) 午後１時半より南木曽会館で行いました
前半は「地方議会の現状と課題」を中心に、議会の役割、議員定数などについて意見交換を行いました。

参加者は約30名で、限られた時間でしたが、貴重な意見交換や質問などを伺うことができました。
後半は坂下病院名誉院長の高山哲夫先生から「高齢社会と地域包括ケアについて」という演題で講演

をしていただきました。参加者は約50名でした。
参加していただいた皆さん、ありがとうございました。
懇談会前半の意見交換の概要をまとめました。当日配布の資料の一部とともに報告いたします。
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議
会
基
本
条
例
に
よ
り

住
民
の
皆
さ
ん
と
学
び
語

り
合
う
住
民
懇
談
会
を
開

き
ま
す
。

今
年
は
地
方
選
挙
が
行

わ
れ
、
木
曽
郡
で
は
上
松

町
、
木
祖
村
、
大
桑
村
で

選
挙
、
上
松
は
無
投
票
で

し
た
。

町
は
３
年
前
の
選
挙
以

来
、
10
名
定
員
に
対
し
１

名
欠
員
の
９
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
議
員
の
役
割

は
重
要
で
、
多
く
の
地
域

や
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
の

選
出
が
良
い
と
思
い
ま
す

が
、
全
国
で
も
60
歳
以
上

が
77
％
以
上
で
、
若
い
人
、

女
性
の
声
も
届
き
に
く
く

な
っ
て
い
ま
す
。

南
木
曽
町
の
議
員
活
動

は
年
間
90
日
ほ
ど
で
、
行

事
な
ど
へ
の
出
席
も
含
め
、

１
年
３
６
５
日
、
責
任
を

持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

議
員
報
酬
は
月
に
14
万

３
千
円
で
、
議
員
年
金
や

退
職
金
、
政
務
調
査
活
動

費
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

来
年
は
南
木
曽
町
で
も

改
選
で
す
。
議
員
定
数
の

意
見
、
要
望
や
思
い
を
語

り
合
い
、
実
り
多
い
懇
談

と
な
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。意

見
交
換
に
先
立
ち
、

議
会
か
ら
の
情
報
提
供

（
資
料
説
明
）
を
行
い
ま

し
た
。

●
議
会
の
活
動
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
の
議
会
活

動
を
一
覧
で
示
し
、
主
な

内
容
を
説
明
。
議
員
の
年

間
活
動
回
数
は
表
１
の
と

お
り
。

●
議
員
報
酬
・
議
員
定
数

に
つ
い
て

木
曽
郡
の
町
村
ご
と
の

議
員
定
数
・
報
酬
等
の
比

較
は
表
2
の
と
お
り
。

●
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
に
つ
い
て

「
広
報
な
ぎ
そ
」
26
年

５
月
号
の
「
議
会
だ
よ
り
」

掲
載
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
説
明
。

議
長
あ
い
さ
つ

懇
談
会
の
議
事
概
要

（
司
会
は
山
﨑
副
議
長
）

１
．
資
料
説
明

議員報酬・議員定数等について
木曽郡の町村における議員定数	 （平成27年4月1日現在）

町村名 南木曽町 大桑村 上松町 木曽町 木祖村 王滝村 木曽郡
議 員 定 数 人 10 10 10 14 10 6 60
議 員 の 実 数 人 9 10 10 14 10 6 59
定数当たりの人口 人 450 400 490 858 309 139 489
定数当たりの世帯数 世 帯 182 155 219 360 113 66 202
町 村 の 人 口 人 4,507 4,008 4,902 12,022 3,095 839 29,373
世 帯 数 世 帯 1,820 1,558 2,191 5,044 1,138 397 12,148
１世帯当たりの人数 人 2.4 2.5 2.2 2.3 2.7 2.1 2.4

表２

―議員定数・議員報酬・議会に望むことなどを語り合うー
「地方議会の現状と課題について」

木曽郡の町村における議員報酬（月額）… （平成27年４月１日現在）
町村名 南木曽町 大桑村 上松町 木曽町 木祖村 王滝村 平均

議 長 円 235,000 242,000 240,500 257,000 243,000 226,700 240,700
副 議 長 円 163,000 169,000 164,900 176,000 166,000 155,500 165,733
常 任 委 員 長 円 147,000 156,000 155,200 162,000 155,000 138,800 152,333
議 員 円 143,000 149,000 145,500 155,000 150,000 132,700 145,867

参考：長野県の58町村平均　(平成26年７月１日現在） 168,000
参考：全国町村平均　(平成26年７月１日現在） 210,000

政 務 活 動 費 円 ー ー ー ー ー ー ー

南木曽町議会の活動
（参考資料）年間活動回数… 期間：平成26年4月～平成27年3月

議長 206回 副議長 121回 常任委員長・議員 93回

表１
（議会主催の住民懇談会資料の抜粋）
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蘭
の
男
性

議
員
の
年
間
活
動
日
数

93
日
は
大
変
だ
。
行
事
も

あ
り
、
複
雑
な
社
会
の
中

で
活
動
日
数
も
増
え
て
い

る
。
定
数
は
10
名
で
い
い

が
、
前
回
の
よ
う
に
欠
員

で
は
住
民
の
要
望
が
伝
達

し
に
く
い
。
報
酬
は
十
分

な
活
動
の
た
め
に
見
直
し

が
必
要
で
は
。

地
振
会
長
も
月
６
、
７

回
は
役
場
に
行
く
が
、
地

区
の
行
事
も
ほ
と
ん
ど
手

弁
当
だ
。
木
曽
町
で
は
自

治
協
議
会
長
に
議
員
並
み

の
報
酬
が
支
払
わ
れ
て
い

る
と
聞
く
。

地
域
自
治
を
進
め
る
に

は
、
そ
れ
な
り
の
活
動
支

援
が
必
要
と
思
う
。

　
　
　

与
川
の
男
性

定
数
は
現
状
で
よ
い
と

思
う
が
、
前
回
の
１
名
欠

員
に
つ
い
て
は
原
因
を
反

省
し
、
10
名
は
そ
ろ
っ
て

欲
し
い
。

報
酬
は
検
討
し
、
こ
れ

な
ら
ま
ず
は
動
け
る
の
で

は
と
い
う
線
を
出
し
た
ら

と
思
う
。

報
酬
は
、
報
酬
審
議
会

で
決
め
て
い
ま
す
が
、
審

議
会
か
ら
は
議
員
報
酬
は

議
会
で
決
め
た
ら
と
い
う

意
見
が
主
流
で
す
。

地
方
議
会
で
の
定
数
減

や
報
酬
減
は
、
行
政
に
対

す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
関
の
機

能
の
低
下
と
し
て
大
変
危

惧
さ
れ
ま
す
が
、
議
員
か

ら
の
発
言
を
願
い
ま
す
。

　
　
　

伊
藤
議
員

議
員
を
こ
の
地
域
か
ら

出
し
て
お
こ
う
と
い
う
時

代
も
あ
り
ま
し
た
が
、
現

在
は
そ
う
い
う
雰
囲
気
が

な
く
、
高
齢
化
も
原
因
で
、

ど
う
し
た
ら
い
い
か
大
変

で
す
。

　
　
　

高
橋
議
員

私
た
ち
は
選
ば
れ
る
立

場
で
す
が
、
前
回
は
誰
も

が
定
数
に
達
し
な
い
か
と

い
う
思
い
で
し
た
。

今
回
、
木
祖
村
で
は
地

区
で
働
き
か
け
、
定
数
10

人
に
13
人
が
立
候
補
し
ま

し
た
。
ど
う
し
た
ら
定
数

に
な
る
か
は
ど
の
町
村
も

頭
が
痛
い
で
す
が
、
住
民

か
ら
は
選
挙
す
べ
き
と
い

う
声
が
多
い
。

定
数
10
人
で
は
偏
っ
た

会
議
に
な
る
傾
向
が
懸
念

さ
れ
、
12
人
ほ
ど
必
要
と

思
い
ま
す
。

報
酬
は
全
国
的
、
県
内

で
も
南
木
曽
は
低
い
の
が

現
状
で
す
。
こ
れ
は
次
期

の
議
員
で
検
討
を
と
思
い

ま
す
。

　
　
　

勝
野
議
員

議
員
は
多
い
方
が
い
い

と
思
い
ま
す
。

家
族
の
理
解
が
必
要
で
、

本
人
は
や
る
気
で
も
反
対

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
地
縁
血
縁

と
い
う
し
が
ら
み
の
中
で
、

候
補
は
い
る
が
出
に
く
い

状
況
で
す
。

　
　
　

妻
籠
の
男
性

議
員
定
数
は
各
地
域
の

状
況
を
議
会
に
反
映
す
る

こ
と
が
必
要
で
、
10
人
は

最
低
必
要
だ
。
報
酬
は
若

い
人
も
出
て
も
ら
う
と
い

う
点
で
は
上
げ
て
も
い
い
。

町
政
に
関
心
が
無
く
な

り
選
挙
の
投
票
率
が
低
い
。

町
を
何
と
か
し
た
い
と
い

う
雰
囲
気
が
高
ま
れ
ば
、

今
日
の
懇
談
会
の
出
席
も

多
く
、
選
挙
も
盛
り
上
が

る
の
で
は
な
い
か
。

常
会
を
開
か
な
い
地
区

が
あ
り
、
地
域
振
興
協
議

会
で
地
域
を
ど
う
発
展
さ

せ
る
か
皆
で
考
え
、
地
域

か
ら
町
に
応
援
を
と
い
う

構
造
な
の
に
、
主
体
と
な

る
地
域
の
話
し
合
い
の
機

会
が
無
く
、
年
寄
り
に
は

知
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

「
広
報
な
ぎ
そ
」
は
結
構

わ
か
り
や
す
い
。

国
の
地
域
創
生
戦
略
で

は
、
そ
の
気
に
な
っ
た
地

域
を
応
援
す
る
と
い
う
が
、

常
会
も
な
く
、
ど
う
そ
の

声
を
と
り
あ
げ
る
の
か
。

こ
う
い
う
問
題
や
地
域
振

興
な
ど
、
積
極
的
な
研
究

を
望
む
。

地
方
自
治
で
は
住
民
の

意
思
等
が
大
切
で
、
議
員

定
数
が
少
な
く
て
い
い
か

ど
う
か
住
民
自
身
の
問
題

と
思
い
ま
す
。
例
え
ば「
７

つ
の
振
興
協
議
会
ご
と
に

２
人
出
る
と
14
人
に
な

る
」
な
ど
、
定
数
の
課
題

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

蘭
の
男
性

次
世
代
が
安
定
し
て
暮

ら
せ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

現
状
は
若
者
の
流
出
や

高
齢
化
の
加
速
化
で
地
域

経
済
は
停
滞
し
て
い
る
。

過
疎
化
で
各
集
落
は
社
会

機
能
の
維
持
が
大
変
困
難

に
な
っ
て
い
る
。
長
い
間

人
口
減
に
慣
れ
、
町
全
体

が
鈍
感
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

議
員
の
多
く
が
町
の
活

性
化
を
公
約
し
て
い
る
が
、

声
は
す
れ
ど
も
姿
が
見
え

な
い
状
態
で
、
計
画
を
実

行
す
る
具
体
的
な
戦
略
が

必
要
だ
。

誘
致
し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ア
カ
デ
ミ
ー
高
校
は
５
年

で
撤
退
し
残
念
だ
。
議
会

と
し
て
何
と
か
な
ら
な
か

っ
た
の
か
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

所
は
、
波
及
効
果
が
大
き

い
事
業
で
あ
り
、
町
と
と

も
に
主
体
性
を
持
ち
誘
致

を
進
め
て
欲
し
い
。

少
子
化
対
策
・
高
齢
化

対
策
・
空
き
家
対
策
が
あ

っ
て
も
、
働
く
場
が
な
け

れ
ば
人
は
住
め
ず
、
定
住

化
対
策
や
経
済
対
策
を
進

め
る
の
は
難
し
い
。
ど
の

よ
う
な
事
業
に
も
反
対
は

あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
し

た
調
整
を
願
う
。

地
方
創
生
戦
略
で
は
ど

の
町
村
も
類
似
し
た
事
業

を
提
案
し
、
自
治
体
間
で

の
競
争
や
定
住
者
の
奪
い

合
い
の
可
能
性
が
あ
る
。

個
性
的
な
ア
イ
デ
ア
の
勝

負
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

人
口
増
に
つ
な
が
り
本

当
の
活
力
が
生
ま
れ
る
よ

う
な
考
え
方
は
あ
る
か
。

　
　
　

妻
籠
の
男
性

地
域
創
生
に
よ
る
何
千

万
円
の
一
時
的
な
商
品
券

で
、
地
域
を
活
性
化
す
る

こ
と
は
で
き
る
の
か
。

北
海
道
で
は
百
年
計
画

で
木
に
生
き
る
方
式
を
立

て
実
行
し
て
い
る
。
他
に

も
、
教
育
で
町
を
作
る
50

年
計
画
が
あ
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
本
当
の
地

方
創
生
の
方
向
ら
し
い
。

町
長
だ
け
で
な
く
町
民
が

そ
の
気
に
な
る
こ
と
が
必

要
だ
が
、
地
域
振
興
協
議

会
が
こ
う
い
う
も
の
を
策

２
．
意
見
交
換

議
員
定
数
と
報
酬

意
見

意
見

司
会

意
見

意
見

意
見

意
見

司
会

地
域
の
問
題
・
要
望

意
見

意
見
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定
し
た
こ
と
を
聞
い
て
い

な
い
。
妻
籠
の
街
の
裏
に

は
放
棄
さ
れ
た
田
ん
ぼ
が

並
ぶ
。
こ
れ
を
日
本
遺
産

に
し
て
観
光
客
が
来
る
の

か
。
若
い
人
た
ち
に
総
合

的
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

蘭
の
女
性

地
域
の
活
性
化
で
薬
草

栽
培
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

熊
本
県
の
「
あ
さ
ぎ
り
町
」

で
は
、
町
長
が
積
極
的
に

薬
草
栽
培
を
進
め
て
い
る
。

中
国
か
ら
日
本
へ
薬
草
を

輸
出
し
な
く
な
り
、
漢
方

薬
の
原
料
が
確
保
で
き
な

い
状
況
で
薬
草
栽
培
す
る

人
を
求
め
て
い
る
。

木
曽
町
で
は
薬
草
の
あ

る
暮
ら
し
、
空
き
家
や
耕

地
が
荒
れ
る
の
を
無
く
し
、

観
光
に
も
役
立
て
よ
う
と

い
う
講
演
会
を
開
催
し
た
。

蘭
で
も
薬
草
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。

　
　
　

蘭
の
男
性

地
域
活
性
化
は
今
ま
で

企
業
誘
致
を
重
視
し
て
き

た
。
誘
致
す
れ
ば
何
人
か

の
雇
用
が
生
ま
れ
る
が
、

長
い
目
で
見
れ
ば
南
木
曽

で
一
番
優
れ
て
い
る
環
境

な
ど
、
地
域
を
破
壊
す
る

こ
と
が
あ
る
。
他
人
の
力

で
な
く
、
地
域
の
人
が
協

力
し
て
立
ち
上
が
る
計
画

を
願
う
。

　
　
　

妻
籠
の
男
性

伐
採
に
伴
う
林
道
な
ど

の
開
設
で
、
南
木
曽
岳
の

周
辺
で
は
林
道
が
横
切
る

と
必
ず
災
害
が
お
き
る
。

議
会
の
「
国
有
林
対
策
特

別
委
員
会
」
で
の
検
討
は
。

手
を
打
っ
て
お
か
な
い
と

蛇
抜
け
が
起
き
る
。

関
西
電
力
の
水
利
権
が

こ
の
７
月
に
更
新
と
な
る

が
ど
う
か
。

町
の
リ
ニ
ア
対
策
、
議

会
全
体
と
し
て
何
か
行
っ

て
い
る
か
。

　
　
　

北
部
の
男
性

議
員
定
数
は
、
正
常
な

委
員
会
活
動
が
出
来
る
体

制
を
考
え
決
め
る
必
要
が

あ
る
。
議
員
の
活
動
に
足

り
る
報
酬
は
支
払
う
べ
き

だ
。議

員
立
法
の
「
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
条
例
」
に
お

け
る
議
員
の
取
り
組
み
の

状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
こ

の
条
例
か
ら
み
て
、
公
共

の
土
地
へ
の
政
党
看
板
が

景
観
を
そ
こ
ね
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

議
会
傍
聴
で
は
、
当
日

議
会
の
日
程
・
内
容
が
不

明
だ
。
資
料
配
布
を
望
む
。

昨
年
２
月
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
に
つ
い
て
、
今
回

そ
の
検
討
報
告
が
な
か
っ

た
。
精
査
し
て
住
民
に
課

題
を
投
げ
か
け
て
い
た
だ

き
た
い
。

議
会
へ
の
請
願
・
陳
情

に
つ
い
て
議
会
報
で
は
採

択
の
理
由
な
ど
が
不
明
だ
。

請
願
・
陳
情
者
へ
の
結
果

報
告
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

荒
廃
農
地
が
増
え
、
周

辺
の
里
山
も
荒
れ
、
国
土

保
全
に
も
マ
イ
ナ
ス
だ
。

農
林
業
振
興
の
考
え
が
あ

れ
ば
伺
い
た
い
。

住
民
に
対
す
る
情
報
提

供
不
足
を
感
じ
る
。
議
会

報
だ
け
で
な
く
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
活
用
も
ど
う
か
。

・
地
方
創
生
は
独
自
の
視

点
で
積
極
的
に
。

・
薬
草
栽
培
な
ど
、
自
然

も
財
産
で
大
事
に
。

・
林
道
開
設
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
。

・
関
電
の
水
利
権
更
新
。

・
リ
ニ
ア
対
策
の
活
動
。

・
委
員
会
活
動
が
正
常
に

出
来
る
定
数
を
。

・「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り

条
例
」
へ
の
取
り
組
み
。

・
議
会
傍
聴
者
へ
の
対
応
。

・
農
林
業
振
興
の
考
え
。

な
ど
有
意
義
な
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
発

言
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　

勝
野
議
員

●
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
計
画

に
つ
い
て

地
方
創
生
政
策
に
対
し
、

町
も
計
画
を
出
し
て
い
ま

す
。
企
業
誘
致
の
意
見
も

あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
が
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
で
す
。
資

源
を
活
用
し
雇
用
が
生
ま

れ
、
次
世
代
の
安
定
し
た

生
活
の
シ
ス
テ
ム
が
出
来

れ
ば
一
番
良
い
で
す
。
地

元
で
切
っ
た
木
や
枝
の
買

い
取
り
の
協
定
も
加
え
た

協
定
書
を
作
る
と
い
う
意

見
も
出
て
い
ま
す
。

●
「
国
有
林
対
策
特
別
委

員
会
」
に
つ
い
て

年
に
一
回
、
木
曽
森
林

管
理
署
南
木
曽
支
署
と
現

地
視
察
等
を
行
い
、
林
道

の
新
設
、
改
良
に
対
し
て

災
害
対
策
等
を
含
め
意
見

を
述
べ
て
い
ま
す
。
国
有

林
の
林
道
開
設
時
に
は
、

地
元
の
振
興
協
議
会
と
の

懇
談
会
を
行
い
了
承
が
な

い
と
着
工
で
き
な
い
と
確

認
し
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
戦
略
に
つ
い

て
の
概
要
は
議
会
報
５
月

号
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

８
つ
の
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
今
後
皆
さ

ん
に
も
審
議
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
町
全
体
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　

高
橋
議
長

・
定
住
・
空
き
家
対
策
に

は
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、

跡
取
り
を
残
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

・
企
業
誘
致
は
、
工
場
用

の
適
地
が
な
い
地
形
で

企
業
を
お
願
い
し
て
も

反
対
も
あ
り
ま
す
。
リ

ニ
ア
新
幹
線
開
通
時
に

は
、
中
津
川
に
勤
め
る

人
も
南
木
曽
に
住
ん
で

も
ら
い
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

・
国
有
林
も
木
を
切
ら
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
搬

出
も
あ
り
、
防
災
上
の

課
題
は
伝
え
て
い
き
ま

す
。

・
関
電
の
水
利
権
は
木
曽

郡
全
体
の
問
題
で
、
議

長
会
を
通
じ
お
願
い
し

ま
す
。

・
リ
ニ
ア
計
画
に
つ
い
て

は
議
会
全
体
で
の
賛
成

と
か
反
対
は
あ
り
ま
せ

ん
。

・
議
会
傍
聴
の
改
革
は
要

望
に
沿
っ
て
進
め
ま
す
。

・
農
林
業
振
興
な
ど
も
検

討
し
直
し
た
い
で
す
。

・
請
願
・
陳
情
の
不
十
分

な
対
応
は
精
査
し
ま
す
。

・「
美
し
い
村
」
に
つ
い

て
は
皆
で
考
え
た
い
で

す
。

本
日
は
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
貴
重
な
意
見
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
議
論
の
時
間
が

充
分
取
れ
な
か
っ
た
こ
と

は
反
省
材
料
で
す
が
、
次

回
は
工
夫
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

意
見

意
見

意
見

意
見

意
見
の
ま
と
め

司
会

回
答

司
会

ま
と
め

司
会
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